
日
本
医
史
学
会
関
西
支
部
一
九
九
八
年
（
平
成
十
年
）
春
季
大
会

共
催
京
都
医
学
史
研
究
会

と
き
六
月
二
十
一
日
（
日
）
午
前
九
時
半

と
こ
ろ
京
大
会
館

開
会
の
こ
と
ば
長
門
谷
洋
治

１
、
ゼ
ネ
ラ
ル
・
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
と
ヘ
ル
ス
ケ
ア

栗
本
宗
治
（
大
阪
医
大
）

２
、
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ド
麻
酔
学
講
義
ｌ
小
石
第
二
郎
ノ
ー
ト

藤
田
俊
夫
（
京
都
市
）

３
、
富
士
川
勝
書
「
親
驚
聖
人
法
語
」
に
つ
い
て

杉
立
義
一
（
京
都
市
）

４
、
大
野
藩
医
土
田
韻
湾
の
手
沢
蘭
害
二
部
ｌ
フ
ー
ヘ
ラ
ン
ド
内
科
必

携
一
八
四
一
年
版
Ｉ
岩
治
勇
一
（
大
野
市
）

〈
ミ
ニ
特
別
講
演
〉
泉
熱
の
発
見
を
め
ぐ
っ
て泉

彪
之
助
（
金
沢
市
）

５
、
ス
ペ
イ
ン
の
古
い
病
院
に
つ
い
て
ｌ
大
分
の
ア
ル
メ
イ
ダ
の
病
院

と
の
関
連
で
Ｉ
石
田
純
郎
薪
見
女
子
卸
さ

６
、
く
す
り
入
れ
に
つ
い
て
ｌ
く
す
り
博
物
館
九
八
年
度
企
画
展
よ
り

伊
藤
恭
子
丙
藤
記
念
く
す
り
博
物
鯉

７
、
医
史
料
の
蒐
集
と
保
存
ｌ
余
録
Ｉ
寺
畑
喜
朔
（
高
岡
市
）

８
、
久
留
勝
先
生
を
め
ぐ
る
二
・
三
の
資
料

正
橋
剛
二
（
富
山
市
）

９
、
「
諸
国
産
物
帳
」
の
菌
類
学
に
及
ぼ
す
影
響

二
月
例
会
平
成
十
年
二
月
二
十
八
日
（
土
）

順
天
堂
大
学
医
学
部
八
号
館
三
番
教
室

一
、
横
浜
軍
陣
病
院
に
お
け
る
土
佐
・
因
州
両
藩
の
死
者
を

め
ぐ
っ
て
中
西
淳
朗

一
、
大
隈
重
信
の
切
断
手
術
か
ら
健
康
生
活
へ
の
セ
ル
フ
ケ
ア
に

関
す
る
研
究
坪
井
良
子

三
月
例
会
平
成
十
年
三
月
二
十
八
日
（
土
）

順
天
堂
大
学
医
学
部
八
号
館
三
番
教
室

医
科
器
械
史
料
保
存
協
会
と
合
同
例
会

「
医
科
器
械
史
の
研
究
」
研
究
業
績
助
成
・
青
木
記
念
賞
受
贈
者
発
表

贈
呈
式
受
賞
講
演

一
、
目
で
見
る
眼
科
医
療
器
械
史
の
。
ロ
ー
罰
○
冨
化
奥
沢
康
正

ｌ
藤
浪
鑑
所
蔵
の
菌
譜
ま
で
Ｉ
奥
沢
康
正
（
京
都
市
）

皿
、
田
中
彌
性
園
蔵
朝
鮮
通
信
使
品
書
に
よ
る
渡
来
薬

田
中
祐
尾
（
大
阪
市
大
）

Ⅱ
、
「
施
薬
院
解
男
体
臓
」
（
写
）
の
一
考
察

和
田
和
代
史
和
田
医
学
史
料
窪

〈
特
別
講
演
〉
人
名
録
と
京
都
の
医
師京

都
市
歴
史
資
料
館
伊
東
宗
裕

閉
会
の
こ
と
ば
中
橋
弥
光

｜
例
会
記
録
‐
一
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一
、
船
舶
移
送
を
う
け
た
奥
羽
出
張
病
院
患
者
の
転
帰
中
西
淳
朗

四
月
例
会
平
成
十
年
四
月
二
十
五
日
（
土
）

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
八
番
教
室

一
、
醍
醐
寺
宝
蔵
の
眼
科
口
伝
害
と
医
心
方
槇
佐
知
子

一
、
江
戸
の
考
証
医
家
小
曽
戸
洋

一
、
戊
辰
の
江
戸
城
開
け
渡
し
前
後
よ
り
、
関
東
平
野
に
お
け
る
旧

幕
軍
騒
乱
ま
で
の
間
に
お
け
る
薩
摩
藩
の
戦
傷
者
対
策
を
、
〃
史
談
会
速

記
録
・
明
治
三
十
年
十
一
月
二
十
一
日
〃
よ
り
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
。

こ
れ
の
証
言
者
は
旧
大
村
藩
々
士
・
渡
辺
清
で
、
彼
に
よ
る
と
三
月
十

四
口
、
西
郷
隆
盛
の
代
理
、
木
梨
精
一
郎
と
共
に
英
国
公
使
パ
ー
ク
ス

に
、
「
明
十
五
日
は
江
戸
城
総
攻
撃
に
つ
き
、
相
当
の
戦
傷
者
が
出
る
と

予
想
さ
れ
る
の
で
、
病
院
を
開
設
し
て
ほ
し
い
」
と
申
し
入
れ
た
。
返

事
は
否
で
あ
り
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
抵
抗
も
し
な
い
徳
川
氏
の
城
を
攻

め
る
の
は
非
理
で
あ
り
、
そ
の
上
、
横
浜
の
居
留
外
人
の
保
護
も
考
え

ぬ
新
政
府
は
政
府
と
し
て
認
め
ら
れ
ぬ
、
と
い
う
返
答
に
驚
き
江
戸
城

｜
例
会
抄
録
一

横
浜
軍
陣
病
院
に
お
け
る

土
佐
・
因
州
両
藩
の
死
者
を
め
ぐ
っ
て

'l1

西
淳
朗

総
攻
撃
は
中
止
と
な
っ
た
。
こ
の
時
に
英
国
人
に
病
院
を
開
設
し
て
も

ら
う
話
は
一
旦
消
え
た
訳
で
あ
る
。

二
、
こ
の
様
に
薩
摩
藩
は
戊
辰
戦
争
第
二
期
に
入
る
前
か
ら
、
戦
傷

者
の
治
療
は
英
国
頼
み
で
あ
っ
た
。

江
戸
開
城
の
前
日
（
四
月
十
日
）
、
旧
幕
府
の
伝
習
歩
兵
隊
、
旗
本
ら

の
大
脱
走
に
よ
り
新
た
な
戦
争
が
房
総
、
上
毛
で
展
開
さ
れ
た
。
こ
の

戦
の
特
徴
は
両
軍
と
も
に
ラ
イ
フ
ル
銃
を
用
い
た
銃
撃
戦
の
あ
と
、
白

兵
戦
と
な
っ
た
た
め
、
戦
傷
の
質
も
か
な
り
異
っ
て
貫
通
銃
創
の
他
に

切
創
を
伴
う
様
な
ケ
ー
ス
も
出
、
一
部
の
従
軍
藩
医
に
は
加
療
で
き
な

い
状
況
が
生
れ
た
。

薩
摩
藩
で
は
、
宇
都
宮
城
内
の
戦
傷
者
五
名
を
仕
方
な
く
壬
生
城
に

移
し
、
土
佐
藩
々
医
・
弘
田
玄
又
に
治
療
を
依
頼
し
て
い
る
。
ま
た
、

房
総
方
面
の
東
征
軍
の
損
害
は
、
戦
死
一
五
名
、
戦
傷
四
三
名
（
重
傷
二

一
名
、
軽
傷
一
三
名
、
程
度
不
明
九
名
・
山
形
紘
氏
に
よ
る
）
と
な
っ
て
お

り
、
重
傷
の
三
分
之
二
Ⅱ
一
四
名
が
薩
摩
藩
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
戦

傷
の
質
と
量
に
ま
ず
驚
い
た
の
が
薩
摩
藩
で
、
こ
れ
が
再
び
英
医
Ｗ
・

ウ
ィ
リ
ス
に
治
療
を
頼
み
こ
む
引
き
金
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

横
浜
軍
陣
病
院
の
設
立
に
つ
い
て
の
従
来
の
記
載
は
、
前
述
の
史
実

を
全
く
欠
い
て
い
る
。

三
、
横
浜
軍
陣
病
院
に
入
院
し
て
死
亡
し
た
土
佐
・
因
州
両
藩
の
兵

士
を
、
諸
文
献
、
墓
碑
等
か
ら
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
す
る
と
土
佐
は
九
名
で

あ
る
が
、
明
ら
か
な
誤
記
（
田
垣
利
平
）
、
墓
は
あ
っ
て
も
病
院
日
記
等

に
記
載
な
し
（
軍
夫
熊
次
）
を
除
く
と
七
名
と
な
る
。
こ
の
七
名
に
つ
い

て
、
新
政
府
関
係
日
誌
で
調
べ
た
と
こ
ろ
、
太
政
官
日
誌
、
江
城
日
誌
、
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